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A. 目的 

小 児 イ ン ス リ ン 依 存 型 糖 尿 病

(insulin-dependent diabetes mellitus: 
IDDM)に対する医療水準及び医療環境が充実

した 1980 年代に日本全国で診断された患者の

死亡率、死因および慢性合併症の発生率を調査、

検討するため、新たな患者コホートを確立する。 
 
B. コホートの作成手順 

全国規模で行われ 1980 年代に診断された

小児期発症 IDDM 患者を多数含む調査研究と

して、①日本糖尿病学会 小児糖尿病データ委

員会（責任者：三村悟郎教授）、②厚生省心身

障害研究「小児の心身障害予防・治療システム

に関する研究」（責任者：大和田操助教授）の

2 つが挙げられる。前者は、各都道府県に提出

された小児慢性特定疾患申請書とそれを元に

した主治医への調査からわが国の小児 IDDM
の発症率および有病率を求める研究で、全登録

患者は 5532 名である（詳細は表 1 参照）。こ

の調査によって、本邦の小児 IDDM の発症率

（15 歳未満）は 10 万人当たり 1.5/年と報告さ

れている。後者は、全国の大学病院、国公立病

院、小児総合医療施設、企業附属病院、医療法

人総合病院の小児科を調査対象施設とし、329
施設から 971 症例が集められた。 

わが国においては、小児糖尿病は小児慢性

特定疾患事業の対象疾患となっており、その医

療費は公費負担となっている。したがって、ほ

とんどの患者がこれを申請していると想像さ

れ、当初①の調査はわが国の小児 IDDM 患者

を網羅しているものと考えられた。しかしなが

ら、表 2 に示すごとく、①の調査には含まれず、

②の調査のみに含まれる患者が予想以上に存

在することがわかった。よって、①と②の調査

の両方を新コホート作成に用いることとした。

ちなみに、この事実を踏まえると、本邦の 18
歳未満の IDDM 患者の発症率は少なくとも10
万人当たり 2 人になると推定される。 

次に、①と②の患者集団を詳しく照合する

作業を行った（図 1）。調査票原本に記載され

てある各患者の氏名もしくはイニシャル、性別、

生年月日、報告された県（都道府）、診断年月

日あるいは診断時年齢などの情報を参考にし

て行ったが、これらの情報の一部しかない症例

も多かった。この作業によって、①、②の調査

両方に含まれる重複例の大部分が同定できた。

同時に、①の小児糖尿病データ委員会の登録患

者の中の重複も明かにすることができた。まだ

若干の重複症例が残っているが、その数は 50
例以下と思われる。 

これらの重複症例を除き、1986-1990 年に

診断され診断年齢が 18 歳未満の患者群をピッ

クアップした。診断年あるいは診断年齢が不明

（調査票に記載がない患者）の患者群について

はこれを残し、今後行う主治医への 2 次調査に

よって新コホートに加えるかどうかを判断す

る。 
 
C. 1980 年代コホートの患者背景（表 3） 

現時点において、2258 名の小児期発症

IDDM 患者が新コホートの患者として残って

いる。発症年齢は 9.1±4.0 歳で、性別は男 918/
女 1229/不明 111 である。診断年が判明してい

る患者群だけについてみても、1986 年から

1990 年までの各年で 300-350 名の患者を把握

できている。診断年不明患者 663 名のうちの

大多数が、今後の調査によってこれらに加わる

ものと考える。 
この新コホートでは、上記の数の小児期発

症 IDDM 患者が日本全国から偏りなく集めら

れており、本研究班の研究目的を達成するため

に必要かつ十分なコホートがほぼ確立できた

と考える。 
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表2　症例の照合結果
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表 3　新コホートの患者背景（18 歳未満発症）

発症年齢（歳）　　　　　　　9.1 ± 4.0   
性別（男 / 女 / 不明）　　　　918 / 1229 / 111

 診断年別患者数  計 2258 

　1986 年   300 
　1987 年   296 

　1988 年   320 
　1989 年   323 

　1990 年   356 
　　不明 *   663

*厚生省研究班のデータしかない症例は全て診断年不明としている。

図1　コホート作成手順

「日本糖尿病学会小児
糖尿病データ委員会」  

　　　5532 名

厚生省心身障害研究「小児の心
身障害予防・治療システムに関

する研究」971 名

1.18歳未満発症  
2.1986～1990 年診断 

3.診断から 1カ月以内にインスリンを開始  

4.1991年の時点で生存と確認

2196 名 （3476 名*） 473 名**

照合

2258 名

* 診断年、診断年齢が不明の患者を含んだ数 ** 診断時年齢からの推定

 


